
   令和４年度（２０２２年度） 鴻池小学校 第１回学校運営協議会 議事録 

 

１．日 時  令和４年 ６月２２日（水）１８：００～１９：２０ 

 

２．場 所  鴻池小学校 視聴覚室 

 

３．参加者  協議会委員  ：阪田会長・北田副会長・松原委員 

               堤委員・松居委員・寺井委員・銀杏委員 

       教職員    ：宮谷校長先生・安井教頭先生 

       その他    ：馬殿（ディレクター）        欠席者 ０名 

      教育委員会より：二宮教育委員・堺指導主事 

 

４．自己紹介 

 

 

５．学校長あいさつ 

    学校では早 2か月がたちました。皆様がご承知の通り本校では合い言葉が 

「まずはやってみよう」です。先生方、子ども達にも伝えています。まず、先生方

が率先してやってくださいと伝えています。そうすると子ども達は先生の後ろ姿を

見てついてきます。 

本校の大きな課題は、自分に自信のない子が多い、いわゆる自尊感情が低い子が

多い。それを何とかしたいのが本校の今一番の課題かなと思っています。自尊感情、

自分に自信が持てれば、自ずと学力もついてきます。不登校も減ると思っています。

研究の方では、「教える授業」から「教えて考えさせる授業」ということで研究を進

めています。それにあわせて自己実現です。学級力向上プロジェクトという形で今

学期に 1 回アンケートをとっています。今自分の学級は、どうなのかなと振り返り

共有して先生と子どもと共に学級をどうしたらいいかを考えます。 

学校としては、一つは自然学校が一番大きな行事でした。無事に 2 泊 3 日行われ

ました。2.3年は校区探検、地域・保護者に協力していただき行うことができました。

地域と保護者・学校が一緒になっていろいろな教育活動を展開していきたいと思っ

ています。   

 

 

６．課題 

（１）学校運営協議会について 

    学校と地域と保護者の方と学校のミッション・ビジョンなどを共有しながら、地

域の子どもを育んでいくことが命題だと思っています。学校力の高い学校にしてい

きたいと思っています。学校という組織だけでなく地域・保護者そして学校が協力

しながら取り組んでいきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

 



（２）今年度の学校運営方針について 

    「令和 4年度 伊丹市立鴻池小学校学校 グランドデザイン」参照 

学校のもっているミッションは、地域の宝である一人一人の子どもを育成し

ていくことだと思っています。未来に夢をもって心豊かにたくましく生きれる

よう主体的に考え、学びあう子どもに育てたい。 

 

     ●目指す子ども像 

      ・自ら考える子 

      ・心豊かな子 

      ・たくましい子 

  

     ●学校の教育目標 

      ひとみ輝き 笑顔あふれる 鴻池小学校 

 

     ●令和４年度 指導の基本 

      ①一人一人を大切にする自己有用感の醸成 

      ②失敗をおそれず「まず やってみよう」 大切にしていきたい 

 

     ●学級力向上プロジェクト 参照３，４ページ 

       学級力アンケートで自分たちの学級の様子を自己評価し、毎日の学習や遊

びの中で実践的な仲間づくりをおこなっていく活動。 

       明日からも来たくなる明るく安心できるクラスをつくるために、教師と子

どもたちが協力して学級づくりを行える新たな学級運営システム。 

 

     ●４～６学年で CRT（国語・算数）の実施 

      実施時期：４・５年…５～６月 ６年…１２月～１月 

 

    →CRT検査とはなんですか。 

    A.これまで習った学習内容をどれぐらい理解しているのか、学力がついている

のかをみるテストです。 

       

 

（３）学校の様子について 

     鴻池だより １号～１５号参照 

     ●学校通信は１６号まで、ホームページは毎日更新しています。 

      自然学校や修学旅行はその都度、生配信という形でしています。ぜひご覧く

ださい。 

      鴻池だより４号より 鴻池小学校 PTAから本校にマスコットキャラクターを

いただきました。子ども達は大喜びです。PTA の方でボランティアを募って

いただき体育大会バージョンの服を作ってくださるそうで、本当にありがた

いです。 

      鴻池だより９号より ５年生の調理実習の様子です。昨年はお茶を飲むこと



もできなかったので、今年度調理実習ができたのは大きいと思っています。 

     鴻池だより１３号より ２年生の町たんけんの様子です。保護者の方々にお手

伝いしていただいたり、地域の方々に各箇所にたっていただいて説明してもら

ったり、非常に良かったです。 

     PTAが取り組んでいただいている「ほめてもら王カード」の取り組みです。 

     自己肯定感を高めようと取り組んでいただいてることで、子ども達も進んで取

り組んでいます。 

      

    ●ガーデニングボランティアを募集して学校の正門横の花壇・プランターにも花 

を植えていただきました。正門や西門などにも花が増えてきたので、いろんな 

箇所にもう少し花を増やしていきたいと思っています。 

 

    →現在のマスクの取り扱いについてはどうなっていますか 

A. 登下校はマスクはずしなさいと伝えています。体育の時間にも伝えています。

先生が率先してまずはずしましょうのスタイルでいっています。はずしてない

子には声かけをしています。でも、はずしにくい子もいます。熱中症が怖いの

で走るときや活動するときは特にはずしてほしいです。 

 

→マスクをはずすのが恥ずかしいという子もいます。マスク生活が日常化してき 

ています。そういう子への対応はどうしていますか。 

A. 感染リスクもあると思うけど、やはり熱中症の方が命にかかわるのではずさな

いと危険ということを話しています。 

      

    

（４）今後の学校運営協議会について 

   １学期は今回で終わりです。体育大会が１０月１日・本校の研究の成果を発表 

   する場が１１月１８日にあります。委員の皆さまにもぜひご参観いただきたい 

です。 

     第２回学校運営協議会を１２月に行う予定です。３学期はまとめの会とい 

 う形にさせていただこうと思っています。 

 

     

その他 

   〇北田委員より 

    鴻池小学校のグランドデザインより目指す教師像というところで、人間力という 

項目の中で人間性豊かで家庭や地域と連携しながらというところがありますがこ 

の地域と教職員の方との連携として具体的なアイディアはありますか。 

   →校区たんけんや町たんけん関係をはじめ、地域の方との連携を図っています。 

１. ２年の昔のあそびも地域の方々に協力していただく予定です。 

そういう機会を増やしていきたいと思っています。 

 

   



 

  〇松原委員より 

障害施設との交流はありますか。 

  →今年度は伊丹特別支援学校との交流を行う予定にしています。 

   昨年はオンラインでしたが、今年度は対面で交流予定です。 

 

  〇堤委員より 

   コロナをきっかけで不登校の子が増えてきていると聞きますが本校には何名くらい 

いますか。 

  →コロナが不安でお休みしている子は９人ぐらい、不登校扱いになっている子は５人 

ぐらいです。昨年度に比べるとまだ超えていない。 

居心地の良い学級づくりをどうしたらいいか、先生と子どもの関係、子ども同士な 

どの学級づくりが大切だと思います。でもなかなか難しいのが現状です。 

不登校支援加配がついているのはありがたいです。 

 

常駐ではないのでしょうか。 

  →常駐ではないです。決まった日、時間で来てくれます。 

 

  〇寺井委員より 

   保護者の方からは学校のホームページは毎日更新されていてすごく子ども達の様子 

   がわかってうれしいという声をいただいています。 

  →お子さん、保護者、地域の方が見ていただいているなと思います。市内でも閲覧の

数字がすごい。関心をもっていただいているのはありがたいです。励みになります。 

 

 

７．閉会あいさつ 

 

今年度も本日から第１回ということで運営協議会が進んでいきます。今少し世間的に 

はコロナ禍が落ち着きつつあると思うので、子ども達の不安をできるだけ取り除き丁 

寧に説明して安心できるようにしたいと思います。 

何か僕たちも PTA・地域・学校とが協力してこの学校運営協議会という名前で何か役 

に立つような活動がこの１年でできると思いますので、皆様どうぞよろしくお願いい 

たします。（阪田会長より） 

        


